




を検討することである。社会人基礎力は経済産業省により 3 分類 12 能力
要素の構成とされている。1 年次生と 4 年次生の学生 134 名を対象に，看
護学生の社会人基礎力を問う 36 項目の質問紙調査（北島ら，2011）を実施
した。その結果，両学年とも 12 の能力要素の「規律性」や「傾聴力」は高く，







































































































































性別 男  7   (10.8) 5    (8.9)
女 58   (89.2) 51  (91.1)
婚姻 既婚 0 0
未婚 65   (100) 56   (100)
アルバイト経験 あり 45  (69.2) 55  (98.2)
なし 20  (30.8) 1    (1.8)
一人暮らし あり 36  (55.4) 40  (71.4)
なし 29  (44.6) 16  (28.6)
年齢(歳)　1） 　　21.4±0.59
アルバイト経験年数（年）1） 　  0.43±0.89 　  3.27±0.93
1）平均値±SD
　    ｎ　  （％）
　　　1年　n=65





Microsoft Excel 2010 を用いて，社会人基礎
















回収数は，1 年次生が 71 名（回収率 98.6%）で
あった。記載漏れのあるものと就職経験のあ
るものを除いた有効回答数は 65 名（有効回答
率 91.5%）であった。また，4 年次生は 62 名（回
収率 100%）で，有効回答数 56 名（有効回答率
90.3%）であった。
平均年齢は，1 年次生が 18.4 歳± 0.48 で，4
年次生は 21.4 歳± 0.59 であった。性別は，1 年
次生で女性 58 名（89.2%），男性 7 名（10.8%）で，
4 年次生が女性 51 名（91.0%），男性 5 名（8.9%）
であった。1，4 年次生ともに未婚者のみであっ
た。アルバイト経験のある者は，1 年次生は 45
名（69.2%）で平均勤続年数は 0.43 年± 0.89，4
年次生は 55 名（98.2%）で平均勤続年数は 3.27
年± 0.93 であった。一人暮らし経験がある者は，




36 項目では，1 年次生の平均 4.1（SD=0.32）
で最小値 3.5，最大値 4.7 であった。4 年次生は
平均 4.1（SD=0.37）で，最小値 3.5，最大値 4.9
であった。12 能力要素では，1 年次生の平均 4.1








1 年次生 +0.6，4 年次生 +0.8，「33. 規律や礼儀が
求められる場面では，礼節を守ったふるまいを





平均 SD 平均 SD 1年 4年
01.グループでの取り組みで、自分の役割は何かを見極めている 3.9 0.76 3.8 0.88
77.09.348.01.4るいでん組り取てしか生をみ強の分自もでとこな難困.20
03.自分の役割や課題に対して自発的・自律的に行動している 4.0 0.87 3.9 0.94
04.メンバーの協力を得るために、協力の必要性や目的を伝えている 3.9 0.93 3.8 0.97
05.状況に応じて効果的な協力を得るために、様々な手段を活用している 3.9 0.70 3.8 0.79
06.グループの目標を達成するために積極的にメンバーに働きかけている 3.7 0.84 3.6 0.85
68.01.419.02.4るいてけ続み組り取く強り粘てっか向に成達標目.70
08.とにかくやってみようとする果敢さを持って課題に取り組んでいる 4.1 1.04 4.1 1.01
09.困難な状況から逃げずに目標に向かって取り組み続けている 4.0 0.93 4.0 0.94
10.目標達成のために現段階での課題を的確に把握している 3.8 0.87 3.9 0.88
11.現状を正しく認識するための情報収集や分析をしている 3.8 0.85 3.9 0.74
12.課題を明らかにするために、他者の意見を積極的に求めている 4.2 1.07 4.3 0.82
13.目標達成までのプロセスを明確化し、実現性の高い計画を立てている 3.6 1.00 3.6 0.95
14.目標達成までの計画と実際の進み具合の違いに留意している 3.7 0.97 3.6 0.82
15.計画の進み具合や不測の事態に合わせて、柔軟に計画を修正している 3.8 0.94 3.9 0.88
16.複数のもの・考え方・技術等を組み合わせ、新しいものを作り出している 3.5 1.02 3.6 1.03
17.従来の常識や発想を転換し、新しいものや解決策を作り出している 3.5 0.77 3.5 1.04
18.目標達成を意識し、新しいものを生み出すためのヒントを探している 3.6 0.93 3.7 1.05
19.グループでの取り組みで、メンバーに情報をわかりやすく伝えている 4.0 0.87 3.7 0.88
20.メンバーがどのような情報を求めているかを理解して伝えている 3.9 0.84 3.8 0.86
21.話そうとすることを自分なりに理解したうえでメンバーに伝えている 4.2 0.81 4.1 0.77
22.内容の確認や質問等を行いながら、メンバーの意見を理解している 4.3 0.87 4.3 0.69
23.相槌や共感等により、メンバーに話しやすい状況を作っている 4.6 0.95 4.6 0.82
24.先入観や思い込みをせずに、メンバーの話を聞いている 4.3 0.91 4.3 0.85
25.自分の意見を持ちながら、メンバーの意見も共感を持って受け入れている 4.5 0.89 4.4 0.85
26.なぜそのように考えるのか、メンバーの気持ちになって理解している 4.2 0.84 4.4 0.81
26.01.438.00.4るいてし解理を情事や景背のーバンメるな異の場立.72
28.周囲から期待されている自分の役割を把握して、行動している 3.8 0.97 3.9 1.01
29.自分にできること・他のメンバーができることを判断して行動している 4.1 0.87 4.1 0.62
30.周囲の人間関係や忙しさを把握し、状況に配慮した行動をとっている 4.3 0.97 4.3 0.66
31.メンバーに迷惑をかけないように、ルールや約束・マナーを理解している 4.7 1.02 4.9 0.76
32.メンバーに迷惑をかけたとき、適切な事後の対応をしている 4.6 0.98 4.7 0.85
33.規律や礼儀が求められる場面では、礼節を守ったふるまいをしている 4.7 0.95 4.8 0.86
34.グループでの取り組みでストレスを感じる時、その原因について考えている 4.1 0.91 4.3 1.03
35.人に相談したり、支援を受けたりして、ストレスを緩和している 4.4 1.13 4.7 1.02
36.ストレスを感じても、考え方を切り替え、コントロールしている 4.3 1.03 4.3 1.01
平均 4.1 4.1 4.1 4.1


































表 2　36 項目・12 能力要素別社会人基礎力の合計得点と平均点
－ 22－
小島尚子・落合のり子





1 年次生－0.4，4 年次生－0.4，「創造力」1 年次



















礎力〕の平均順位においては，1 年次生が 4 年次
生を上回っていた。しかし，各 3 能力と社会人
 有意差
N 中央値 最小値 最大値 平均順位 N 中央値 最小値 最大値 平均順位
ｱｸｼｮﾝ 65 36 19 50 64.22 56 35 24 47 57.27 0.28
ｼﾝｷﾝｸﾞ 65 34 14 48 60.36 56 33.5 21 48 61.74 0.83
ﾁｰﾑﾜｰｸ 65 78 43 99 60.68 56 76 58 102 61.38 0.91
社会人基礎力






N 中央値 最小値 最大値 平均順位 N 中央値 最小値 最大値 平均順位
ｱｸｼｮﾝ 45 36 23 50 33.50 20 36 19 43 31.88 0.75
ｼﾝｷﾝｸﾞ 45 34 20 48 32.67 20 35 14 47 33.75 0.83
ﾁｰﾑﾜｰｸ 45 78 52 98 33.71 20 77 43 99 31.40 0.65
社会人基礎力







N 中央値 最小値 最大値 平均順位 N 中央値 最小値 最大値 平均順位
ｱｸｼｮﾝ 34 37 19 45 33.31 27 36 23 50 28.09 0.25
ｼﾝｷﾝｸﾞ 34 35 14 47 33.81 27 33 20 48 27.46 0.16
ﾁｰﾑﾜｰｸ 34 79.5 43 99 32.71 27 75 52 98 28.85 0.40
社会人基礎力
合計得点 34 150.5 76 183 33.59 27 140 95 192 27.74 0.20
Mann-WhitneyのU検定による p＜0.05
有意差
N 中央値 最小値 最大値 平均順位 N 中央値 最小値 最大値 平均順位
ｱｸｼｮﾝ 40 35.5 24 47 29.81 16 33.5 27 46 25.22 0.34
ｼﾝｷﾝｸﾞ 40 34 21 48 29.86 16 32.5 26 45 25.09 0.32
ﾁｰﾑﾜｰｸ 40 77 58 102 30.10 16 74 63 91 24.50 0.25
社会人基礎力








N 中央値 最小値 最大値 平均順位 N 中央値 最小値 最大値 平均順位
ｱｸｼｮﾝ 34 37 19 45 33.31 27 36 23 50 28.09 0.25
ｼﾝｷﾝｸﾞ 34 35 14 47 33.81 27 33 20 48 27.46 0.16
ﾁｰﾑﾜｰｸ 34 79.5 43 99 32.71 27 75 52 98 28.85 0.40
社会人基礎力
合計得点 34 150.5 76 183 33.59 27 140 95 192 27.74 0.20
Mann-WhitneyのU検定による p＜0.05
有意差
N 中央値 最小値 最大値 平均順位 N 中央値 最小値 最大値 平均順位
ｱｸｼｮﾝ 40 35.5 24 47 29.81 16 33.5 27 46 25.22 0.34
ｼﾝｷﾝｸﾞ 40 34 21 48 29.86 16 32.5 26 45 25.09 0.32
ﾁｰﾑﾜｰｸ 40 77 58 102 30.10 16 74 63 91 24.50 0.25
社会人基礎力





































4年 北島 4年 北島 4年 北島 4年 北島 4年 北島 4年 北島
24 15 31.75 32 35 36 38.25 39 47 53 6.5 7
主体性 6 4 10 11 12 12 12.25 13 16 18 2.25 2
働きかけ力 6 3 10 10 12 12 12.25 13 15 18 2.25 3
実行力 5 4 11.75 10 12 12 14 14 16 18 2.25 4
21 13 29.75 30 33.5 33 38 36 48 50 8.25 6
7 6 11 11 12 12 13 13 17 18 2 2
計画力 5 3 10 9 11 11 13 12 17 17 3 3
創造力 3 4 9 9 11 10 12.25 12 15 18 3.25 3
58 43 72 71 76 77 84 83 102 104 12 12
発信力 8 3 10.75 10 11.5 12 12 13 17 18 1.25 3
傾聴力 8 8 12 12 13 13 14.25 14 18 18 2.25 2
柔軟性 7 6 12 12 13 12 14 14 17 18 2 2
8 4 11.75 11 12 12 13 13 16 18 1.25 2
規律性 8 6 13 12 14.5 14 15.25 16 18 18 2.25 4
9 4 12 11 13 13 15 14 18 18 3 3
116 86 138.75 135 144 145 153.75 157 188 197 15 22
Ａ公立大学看護学科（4年）　N=56 北島ら(4年) N=270
シンキング
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